






2024 年度ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学短期研修報告書 

 

文化学部 2 回生 

 

➀活動概要 

9 月 16 日：日本からフィンランド経由でイタリアのベネチアへ移動 

9 月 17 日：ベネチアに到着、大学でのオリエンテーション 

9 月 18 日、9月 19日：授業参加と授業見学 

9 月 20 日：サンマルコ広場で歴史的建造物の見学、現地の学生との交流、特産品の購入、

地元のものを使った自炊 

9 月 21 日：大学のキャンパスツアーに参加、ムラーノとブラーノに訪れ、サン・ドナート

博物館の見学、散策 

9 月 22 日：現地の学生とともにサンマルコ広場、サンマルコ寺院、ドュカーレ宮殿、リア

ルト橋といった歴史的建造物の見学、交流 

9 月 23 日：ベネチアから日本へ帰国 

 

②研修での学び・気づき 

研修では様々な場所に訪れるだけでなく、カ・フォスカリ大学で実際にプレゼンテーショ

ンを行い、現地の大学生と交流することでたくさんの学び、気づきを得ることができた。

この研修報告書では大学内と大学外の経験という 2つの面から学びと気づきについて述べ

ていく。 

まず、大学内でプレゼンテーションをしたときの反応に気づきがあった。私は俳句につい

てのプレゼンテーションを行い、実際に簡単に俳句を作ってもらうというアクティビティ

を行ったのだが、日本人と同じ見方や考え方をすることが多々あった。留学に行く前、イ

タリアという異国の地では日本と全く違う考え方をするという認識であったため、俳句に

対してもよさがうまく伝わらなかったり、作るのにも一苦労すると考えていた。しかし、

実際には俳句というものについてよく知っていたし、例で出した俳句に対して「私もこの

俳句と似たようなことを感じた事がある」という人もいて、異文化であっても共感するこ

とができるということに驚いた。また、俳句作りの際にはテーマを細かく設定しなかった



のだが、恋人への愛を表現したり、日常生活での驚いたこと、嫌なこと、うれしかったこ

とを行動や比喩でうまく表現しており、その表現の仕方やテーマの選び方に関して、私た

ちのような日本人よりも、「こうしないといけない、上手くつくらないといけない」とい

う固定観念もないため、意外性がありとても面白い俳句が多かった。この気づきからの学

びとして外国に住んで日本と違う文化であったとしても感じ方を共有できたり、受け入れ

ることはできるということである。イタリアには月を見る文化がないことが分かったが、

だからといって月をきれいと感じる日本人の感じ方を否定しないし、たしかにきれいだな

というように受け入れているところが見受けられた。私はイタリア人だから、異文化だか

らといって「わかるわけない」と決めつけていたことがあったので言葉や文化の壁があっ

てもわかりあえるということに気づき、その今までの考え方を反省した。また、日本語学

科ということもあり、日本の文化に対しての興味関心が強い様子だった。私たちは日本語

でプレゼンテーションを行ったため、現地の学生にとって難しい日本語や聞き取れない言

葉があったはずだが、一生懸命に聞き、質問もたくさんしてくれた。私は何か特定の文化

に対して強い関心を抱いたことがなかったので、これほど日本の文化に興味を持ってくれ

ることにうれしく感じたし、私ももっと自国の文化に対して理解やその魅力についての知

識を深めていこうと思った。日本に対しての熱量は私たちのプレゼンテーションの時間だ

けでなく、日本語の授業を見学した時にも感じられた。授業形式は日本で行う英語の授業

のようで、大半のクラスはひらがな、カタカナを勉強していた。見学の際は、実際に学生

の隣や近くに座って、問題を確認したり、質問に答えさせてもらった。どの授業の見学で

も現地の学生は積極的に日本語で話しかけてくれ、どんどん日本語を使って学ぼうという

姿勢が強かった。また、文法的な質問だけでなく私自身に「どんな勉強をしているのか」

「イタリアにはいつまでいるのか」というような「会話」をしようとしてくれる人もい

た。この見学の時に感じた気づきとして、外国人に日本語を教えることの難しさが挙げら

れる。私は国語教師を目指していて、普段から教職の授業を受け、個別指導の塾講師アル

バイトをしていたため、日本語や日本に関することを教えることはできる方だと考えてい

た。しかし、教えるための言葉が日本語ではない（授業では主にイタリア語、英語が中

心）、擬音や抽象的な例（この言葉はきっちりした場で使う、この表現は柔らかい印象を

与える）がうまく伝わらないという点から想像通りにはいかなかった。特に、基礎的なひ

らがなや簡単な会話文を教える授業では、母音のミス（「てんいん」を「てんひん」と発

音するなど）や「は」を「わ」と発音するときとしないときの違いを多くの学生が苦戦し

ており、それをどう指摘して分かりやすく教えるかが分からなかった。私自身が日本語を

話せて、文法も理解していても、それらを伝えるための道具（今回だと英語）をうまく活

用できないと外国人に日本語を教えるということは難しいということを学んだ。また、も

っとわかりやすく伝えるには英語だけではなくて、生徒にとっての母語も習得し、同じ表

現や違いを説明してあげることが大切だと感じた。国語教師を目指すうえで、外国人に日

本語を教える機会は少ないように感じるが、抽象的な表現を避け、具体的に簡潔に説明す



るというやり方や、何回も声に出させて定着させるといったやり方を教育方法の 1つとし

て学べたことはとても大きなことであるし、グローバル化が進む中で様々な生徒がいると

考えられるため、この経験は将来につながるものになった。 

大学外ではヴェネツィアの人々の交流の仕方、歴史的建造物の見学で日本とは違う特徴が

あることに気づいた。授業や見学がない日は街に出て、お店で買い物などをしたのだが、

入ると店員さんが「チャオ」とあいさつすることが基本的であった。また、日本に比べて

堅苦しくなく、少し不愛想だと感じることはあったが、接客というのは国ごとで違いがあ

ることは理解していたし、効率的な面で見ると日本の接客のほうが特殊なのかなとも思っ

た。全体的にラフな格好で仕事をしており、座って作業したり、雑談したりと日本の「仕

事」と印象が全く違った。また、昼間からバーやお酒を提供するお店が多く、観光客や地

元の人々がテラス席のようなところで食事を楽しんでいるところは、高知と似通ったもの

を感じた。日本の接客とは礼儀や丁寧さの点で異なる印象はあったが、フレンドリーに話

しかけてくれたり、人種にかかわらず、笑顔で挨拶してくれるというところ日本の「おも

てなし」に近いものがあることを学んだ。日曜日には現地の学生とともに歴史的建造物の

見学に訪れた。日本の歴史的建造物が集まる観光地と比較すると、外国人の多さ、景観の

一致をさせるという点では同じ様子であった。しかし、販売しているもの、セキュリティ

という点で大きく違うことに気づいた。まず、日本と違い、お土産屋さんが移動販売車の

ような形で売られていることが多く、現地の学生に聞くとぼったくりのような値段で売ら

れているから気を付けてと注意を受けた。日本のお土産屋さんでは偽物が販売されている

とか値段が異常に高いということはまれなので、そのようなことを注意しなければならな

いということは新鮮であった。セキュリティの面では、日本より厳しいと感じた。サンマ

ルコ寺院に行ったとき、中に入るのに荷物検査やゲートを通るなどといった検査が念入り

に行われたし、美術館では至る所に作品を監視する人がおり、セキュリティが厳重であっ

た。これらの様子を見てこれからの日本もグローバル化や外国人観光客の増加に伴い、観

光地のセキュリティの面を強化していくべきだと感じた。 

 

③その他 

初めての海外で慣れないところもありましたが、引率してくれた木下先生をはじめ、カ・

フォスカリ大学の先生方、現地の学生たち、一緒に過ごした先輩、後輩のおかげでとても

良い、楽しい経験になりました。この経験を将来の仕事や生活に活かせるように頑張って

いきたいと思います。本当にありがとうございました。 

 

④研修先の写真 



 

 



2024 年度ヴェネツィア カ・フォスカリ大学短期研修報告書 

健康栄養学部 1 回生 

（１） 活動概要 

 9 月 17 日 

 ヴェネツィアに到着後、ヴェネツィア カ・フォスカリ大学に表敬訪問。大学について

の説明や翌日からの大学での研修についての説明を聞く。 

 9 月 18・19 日 

 カ・フォスカリ大学の日本語の授業に参加させていただき、その中で学生の方とコミュ

ニケーションをとったり、日本語のネイティブとして授業のお手伝いを行う。また、学

生の学年やレベル、専攻に合わせて日本の文化についてなどのプレゼンを行い、日本に

ついて詳しく知ってもらう。さらに、学生の方に実際に日本の文化を体験してもらいよ

り興味をもってもらう。 

 9 月 20 日 

 ヴェネツィアを散策。サン・マルコ広場を観光し、その道中で名産品や特産物を購入。 

 夕食は地元のスーパーで食材を購入し、ホテルのキッチンを使って調理。 

 9 月 21 日 

 カ・フォスカリ大学のキャンパスツアーに参加し、大学の歴史や建物の構造について 

 などの説明を聞く。 

 ムラーノ島・ガラス美術館を見学。また、ブラーノ島を観光、特産品を購入。 

 9 月 22 日 

 カ・フォスカリ大学の学生の方に案内してもらいながらヴェネツィア観光。 

 サン・マルコ広場、サン・マルコ寺院、ドゥカール宮殿、リアルト橋を観光。 

  

（２） 研修での学び・気づき 

  カ・フォスカリ大学にはたくさんの日本人留学生の方がたくさんいました。授業中で

の会話や授業前後に話を聞くと、イタリアだけでなく様々な国に留学している方が多

く、同じ大学生なのに言語の差はもちろん、考え方や知識の差をとても感じました。ま

た、言語が通じない中でも積極的に会話をしていたり、授業の中だけでなく留学生活す

べてを使って知識や経験を得ようとしていて、留学に目的をもっていて、それに向かっ

て学んでいる姿に刺激を受けました。私は一人でこの研修に申し込んだため、周りの方

たちから勇気があってすごいといわれてヴェネツィアに行きましたが、こういった留学

生と話すことで、自分の無知さと実行力の無さに気づきました。また、授業内での自由

会話の時間に日本人留学生はたくさんコミュニケーションをとっている中、私はほとん

ど会話に参加できなくて、自分の弱さを感じると同時に悔しさを感じました。 

 

 

 



（３） その他 

 研修先のカ・フォスカリ大学では数人の先生に協力していただきました。初日の表敬訪

問では歓迎していただき、学校の説明だけでなく、お店で少しお話しさせていただきまし

た。また、授業計画や予定があるにも関わらず、すべての先生が私たちのプレゼン時間を

作ってくださって、私たちがプレゼンしやすい環境を用意してくださいました。プレゼン

中も困ったときは助けてくださり、たくさん協力していただきました。 

休日のカ・フォスカリ大学の学生の方との交流では、学生の方たちにヴェネツィアを案内

していただきました。その際に、予定や計画を立てていただき、さらに事前に観光先を事

前に調べてくれており、歴史や観光先の情報まで説明までしていただきました。 

研修中は引率していただいた先生だけでなく、研修先の先生や学生の方の協力にとても感

謝を感じました。 

 たくさんの方の協力と支えのおかげでとても有意義な研修になりました。 

   





 
 

ありがとうございました！ 


